【実践】「知財戦略」の研修内容
【研修タイトル】
＜主題＞　小規模企業のための知財戦略入門
　　＜副題＞　診断・助言に知財でピリリと味付けしましょう！

【開催日時】
平成１９年１２月１６日（日）　１０時～１７時

【講師】
　　鮫 島 正 英 氏

【カリキュラム】
	1． 受講者による経営戦略実施事例紹介
（受講者の発表：受講者が支援した企業のSWOT分析実例紹介）
2． 小規模企業における知財戦略の課題
２．１ 小規模企業にとって知財戦略とは
２．２ 実際にあった問題・課題
（受講者の報告：課題を発表）
3． 知財戦略支援入門
３．１ 知的資産とその活用方法
３．２ 産業財産権とは
３．３ そして知財戦略へ

（受講者の発表：受講者が支援した企業の知的資産を特定）
4． 特許を活用するとは
４．１ 開発と特許の関係

４．２ 経営者に是非アドバイスしたい情報

４．３ 得する国の支援策

４．４ 開放特許を活用した企業支援
（受講者への宿題：支援企業に関連する開放特許検索）
５．具体的支援事例の紹介
５．１ 事業承継中の企業支援

５．２ ベンチャー企業支援

５．３ 成熟産業支援
６．質疑応答・意見交換
（注）パソコン持参（延長ケーブル含む）のこと


【鮫島講師のプロフィール】
	☆1973年大手電線メーカーに入社。情報通信分野にて、営業技術、研究開発、新規事業開拓、戦略的事業部門、経営企画部門を経て、2005年55歳で退職。
☆2004年10月から関東経済産業局が推進する「地域IT経営応援隊」活動に参加し、NPO首都圏南西経
営応援隊を立ち上げ、地域中小企業へのIT利活用推進に従事した。
☆2005年7月から経済産業省が推進する産業クラスター計画推進組織の一つである（社）首都圏産業活性
化協会にて、特許流通アドバイザーとして従事。
☆2007年度、広域関東圏知的財産戦略本部部員および知財戦略推進チーム委員に就任。
☆2002年ＩＴコーディネータ登録
☆2004年中小企業診断士登録


以上


















